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平
成
二
年
度
の
通
常
総
会
は
八
月
十
八
日
一
土
一

秋
田
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
百
三
十
名
の
出
席
を

130人出席し平成2年度総会
え
て
開
催
さ
れ
、
元
年
度
事
業
報
告
決
算
の
承
認
、
知
道
会
一
水
中
・
水
戸
一
高
同
窓
会
一
と
の
姉
妹
提
携
の

報
告
・
交
流
と
組
織
化
、
平
成
五
年
と
三
年
後
に
迫
っ
た
創
立
百
二
十
周
年
事
業
実
行
委
員
会
報
告
、
平
成
二

年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
等
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
最
後
に
役
員
改
選
の
提
案
が
あ
。
、
塩
田
雄
次
現

会
長
の
は
か
全
副
会
長
が
再
任
さ
れ
た
。

小
渾
氏
一
顆
坤
町
蒜
鯛
一
が
講
演

百三十人の会員が出席、役員改選なとを行なった

平成二年度秋田高校同窓会総会

今
年
の
当
番
幹
事
は
十
年
次
で
、

会
場
準
備
・
受
付
・
案
内
と
総
会
体

制
を
万
全
に
し
て
、
4
0
年
卒
佐
々
木

雅
樹
氏
の
司
会
で
開
催
さ
れ
た
。

当
番
幹
事
と
し
て
は
最
後
に
「
0
」
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塩田雄次会長

同窓会決算・予算
平成2年度
予　算　額
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平　成　元　年　度
決　　　算　　　額

く収入の都＞

入　　会　　金　　3，261，600
年　次　会　費　1，560，000
役　員　会　費　1，935，000
協賛広告収入　　　550，000
基本運用収入　　　373，316
雑　　収　　入　　　308，849
線　　越　　金　1，578，264
合　　　　　　計　　9，567，029

く支出の部＞

事　　務　　費　1，069，364
会　　議　　費　1，543，862
事　　業　　費　　3，063，961
基　　　　　　金　　2，000，000
雑　　　　　　費　　　434，018
予　　備　　費　　　240，537
合　　　　　　計　　8，351，742
線　　越　　額　1，215，287

平成元年度基金会計
く収入の部〉　　　　　　　．く支出の部〉

前年度繰越　12，134，185

線　入　金　　2，000，000

利　　　息　　　　4，716　基金残高　14，138，901

14，138，901

の
付
く
と
い
う
、
1
0
年
卒
笹
尾
弘
氏

の
開
会
の
こ
と
ば
に
始
ま
。
、
校
歌

斉
唱
、
物
故
会
員
に
黙
痛
を
さ
さ
げ

た
後
、
塩
田
会
長
が
1
同
窓
会
開
催

に
あ
た
。
多
数
の
出
席
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
母
校
も
年
々
隆
盛
を
き

わ
め
、
中
で
も
今
年
の
進
学
は
稀
に

み
る
好
成
績
で
あ
っ
た
。
同
窓
生
の

陰
な
が
ら
の
ご
支
援
に
御
礼
申
し
上

げ
る
。
姉
妹
提
携
を
結
ん
だ
知
道
会

の
方
々
の
出
席
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
に
は
、
今
後

と
も
熱
烈
な
応
援
・
後
援
が
大
事
で

あ
る
。
ま
も
な
く
創
立
百
二
十
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
が
、

同
窓
会
と
し
て
も
母
校
の
百
二
十
周

年
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
残
し
た
い

と
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
自
分
た
ち

の
教
わ
。
育
っ
た
学
校
が
益
々
発
展

す
る
た
め
に
、
又
今
こ
の
情
勢
で
秋

田
県
の
代
表
校
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

学
校
に
育
て
て
ゆ
く
の
も
一
つ
の
大

き
な
使
命
で
あ
る
。
百
二
十
周
年
記

念
事
業
も
含
め
て
、
本
総
会
が
ス
ム
ー

ズ
に
準
の
ら
れ
る
こ
毒
フ
奄
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。
続
い
て
、
室
田
弘

学
校
長
か
ら
母
校
の
現
況
、
硬
式
野

球
、
軟
式
野
球
の
活
躍
や
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
な
ど
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
知
道

会
代
表
山
口
副
会
長
か
ら
「
招
請
を

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
姉
妹
提
携
を

結
ん
だ
の
は
、
佐
竹
公
を
中
心
と
し

た
こ
と
か
ら
始
っ
た
が
、
六
月
の
調

印
式
を
経
て
、
今
後
教
育
・
文
化
を

軸
に
諸
々
の
情
報
等
を
交
換
し
、
お

互
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
立
派
な

実
を
あ
げ
て
ゆ
き
た
い
。
折
に
ふ
れ

て
、
最
も
必
要
な
事
を
一
緒
に
や
る

と
同
時
に
、
五
年
先
輩
の
秋
田
高
同

窓
会
の
茨
城
県
支
部
結
成
に
は
で
き

る
限
り
の
手
助
け
す
る
つ
も
。
な
の

で
何
な
。
と
申
し
付
け
願
い
た
い
。
」

と
い
う
挨
拶
が
あ
っ
た
。

塩
田
会
長
を
議
長
に
議
事
に
う
つ

り
、
平
成
元
年
度
収
支
決
算
・
名
簿

会
計
収
支
報
告
・
監
査
報
告
が
あ
。

原
案
通
。
承
認
し
た
。
続
い
て
平
成

二
年
度
関
係
を
諮
っ
た
。
事
業
計
画

の
主
な
も
の
は
、
入
会
式
、
だ
よ
り

の
発
行
、
デ
ー
タ
t
へ
の
入
力
、
年

次
別
同
期
会
の
開
催
促
進
と
連
携
強

化
、
百
二
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会

の
推
進
（
計
画
立
案
の
年
度
一
、
学

校
林
の
整
備
等
で
あ
る
。
収
支
予
算

は
九
百
四
万
千
二
百
八
十
七
円
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ

た
。知

道
会
と
の
交
流
と
組
織
化
に
つ

い
て
は
、
特
別
委
員
会
と
し
、
内
容

を
検
討
す
る
こ
と
と
、
知
道
会
総
会

に
出
席
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
認
め

ら
れ
た
。

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
は
、
学
校
と
し
て
の
百
二
十
周

年
で
あ
り
、
同
窓
会
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
を
基
本
に
据
え
て
取
り
組

み
た
い
と
の
主
旨
が
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
塩

田
雄
次
現
会
長
ほ
か
副
会
長
全
員
の

再
任
と
監
査
委
員
に
小
玉
康
延
氏
の

再
任
と
三
浦
櫻
司
氏
一
昭
2
5
卒
一
、

米
谷
節
郎
氏
一
昭
2
6
卒
一
新
任
が
な

さ
れ
た
。
閉
会
の
あ
い
さ
つ
は
三
川

敏
夫
氏
が
行
い
、
総
会
を
閉
じ
た
。

続
い
て
恒
例
の
講
演
が
行
わ
れ
、

今
年
度
は
、
昭
和
三
十
年
卒
で
、
早

稲
田
大
学
か
ら
東
映
に
入
。
、
現
在

東
映
㈱
テ
レ
ヒ
企
画
営
業
第
一
部
長

の
小
澤
啓
一
郎
氏
が
デ
レ
ヒ
制
作

の
う
ら
お
も
て
」
と
題
し
て
行
っ
た
。

桃
太
郎
侍
・
水
戸
黄
門
・
大
岡
越
前

な
ど
人
気
番
組
の
誕
生
の
い
き
さ
つ
、

市
川
右
大
衡
門
、
片
岡
千
恵
蔵
ら
俳

優
の
性
格
の
裏
表
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
じ
え
て
紹
介
し
、
テ
レ
ヒ
制
作
現

場
を
見
て
い
る
よ
う
な
話
を
さ
れ
、

出
席
者
一
同
感
心
し
き
り
で
あ
っ
た
。
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知
道
会
と
秋
田
高
校
同
窓
会

姉
妹
提
携
の
調
印

日
．
㌦＼

椅
閻
瀾
【
田

二軍

範士　は　ナこすや

秋田市て行なわれた知道会との姉妹提携調印式

去
る
六
月
三
十
日
一
土
一
秋
田
市

の
「
あ
き
た
く
ら
ぶ
」
に
お
い
て
、

知
退
会
一
山
本
満
男
会
長
一
と
の
間

で
、
姉
妹
提
携
の
調
印
が
な
さ
れ
た
。

「
両
県
民
の
歴
史
的
な
つ
な
が
。
と
、

両
校
が
県
内
で
最
も
古
い
伝
統
校
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
将
来
に
わ
た

り
友
好
親
善
を
深
め
、
相
互
に
同
窓

会
の
振
興
と
母
校
の
向
上
発
展
に
寄

与
す
る
た
め
、
協
約
を
締
結
す
る
。

今
後
協
力
し
て
、
教
育
・
文
化
を

は
じ
め
、
各
分
野
の
交
流
と
情
報
交

換
等
を
促
進
し
、
一
層
の
向
上
発
展

に
貢
献
す
る
よ
う
務
め
る
も
の
と
す

る
。
」
と
の
趣
旨
で
調
印
締
結
し
た
。

当
日
本
同
窓
会
側
か
ら
、
塩
田
会

長
、
小
玉
準
備
委
員
長
、
杉
渕
委
員

桜
谷
委
員
、
山
中
委
員
　
伊
藤
事
務

局
長
に
、
知
道
会
側
か
ら
山
口
清
隆

副
会
長
以
卜
三
名
か
出
席
さ
れ
、
塩

川
会
長
が
ー
佐
竹
公
の
縁
で
の
歴
史

的
な
つ
な
が
り
が
あ
り
、
知
道
会
か

ら
の
申
し
出
を
快
く
引
き
受
け
た
。

今
後
は
同
窓
会
の
み
な
ら
ず
、
学
校

側
も
よ
。
一
層
の
つ
な
が
。
を
深
め

、
両
県
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

祈
念
し
て
い
る
。
」
と
挨
拶
し
、
調

印
式
を
と
ど
こ
う
。
な
く
終
了
し
た
。

資
料
の
交
換
、
掘
。
お
こ
し
、
進

学
情
報
の
交
換
な
ど
、
幅
広
く
交
流

を
進
め
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

学
校
側
か
ら
肴
望
開
く

票
輔
粁
実
行
委
員
会
を
開
催

い
よ
い
よ
「
百
二
十
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
」
が
動
き
出
し
、
活

動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
十
月
三
日
に
第
一
会
館
本
館

に
お
い
て
、
こ
の
会
の
第
一
回
目
の

総
務
委
員
会
と
全
体
会
と
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
塗
嘗
塁
圧
、
会
竺
霞
先
だ
っ

て
会
長
・
副
会
長
以
下
十
二
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
は
、
ま
ず
塩
田
会
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
事
務
局
か
ら
の
経
過
報
告

が
あ
り
、
続
い
て
協
議
に
入
り
ま
し
た
。

協
議
題
と
し
て
は
、
各
部
門
別
委

員
会
の
事
業
計
画
と
予
算
案
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
前
回
（
百
十
周
年
）
の
事
業

と
予
算
・
決
算
の
資
料
が
参
考
と
し

て
提
ホ
さ
れ
、
こ
れ
を
元
に
し
て
各

委
員
会
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
計

画
を
立
て
て
欲
し
い
と
の
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
事
業
計
画
及
び
予
算
案
は

来
年
三
月
末
ま
で
作
成
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

次
い
で
、
学
校
の
意
見
を
聴
取
と

い
う
こ
と
で
室
田
校
長
か
ら
学
校
側

か
ら
の
希
望
と
し
て
施
設
設
備
の
整

備
な
ど
四
つ
の
希
望
意
見
が
出
た
こ

と
を
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

施
設
盤
僻
を
主
と
し
た
出
来
る
も
の

か
ら
実
施
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
難

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
学
校
意
見
を

ノ
尊
重
し
、
該
当
委
員
会
で
検
討
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
以
上
の
案

件
を
全
体
会
に
諮
る
こ
と
と
し
て
総

務
萎
員
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

引
続
き
同
会
館
で
五
十
八
名
の
委

員
参
加
で
全
体
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。全

体
会
で
は
、
塩
田
会
長
あ
い
さ

つ
の
後
、
室
田
校
長
の
あ
い
さ
つ
で
、

記
念
事
業
に
関
す
る
学
校
側
の
希
望

意
見
を
申
し
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
は
、
総
務
委
員
会
と
同

様
、
事
務
局
か
ら
の
経
過
報
告
と
、

事
業
計
画
・
予
算
案
と
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
了
承
さ

れ
た
。な

お
、
質
問
等
の
な
か
で
、
①
全

国
的
に
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
も
の
が
あ
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
④
秋
高

ら
し
い
特
徴
の
あ
る
も
の
を
。
③
年

史
は
事
業
報
告
的
な
も
の
に
す
る
の

か
、
ま
た
は
そ
れ
を
除
い
た
も
の
に

す
る
か
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
た

い
。
な
ど
出
た
が
、
初
め
て
の
会
合

で
あ
っ
た
の
で
ま
と
ま
っ
た
意
見
は

出
な
い
で
全
体
会
を
終
了
し
た
。

天
上
天
下

▼
岩
城
町
に
移
転
新
装
な
っ
た
秋
田

県
消
防
学
校
と
防
災
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
た
。
敷
き
地
も
広
く
教
室
や
体

育
館
、
寄
宿
舎
な
ど
い
ず
れ
も
す
ば

ら
し
い
。
ヒ
ル
の
高
層
化
や
地
下
街

の
発
展
な
ど
都
市
機
能
の
複
雑
化
に

対
応
し
た
訓
練
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
訓
練
に
は
、
危
険
を
伴
う

も
の
が
多
い
だ
け
に
、
事
故
防
止
対

策
に
は
施
設
面
ば
か
。
で
な
く
、
指

導
に
当
る
教
官
の
慎
重
な
配
慮
も
見

ら
れ
た
。
▼
毎
年
四
月
に
は
、
各
市

町
村
が
採
用
し
た
消
防
職
員
が
入
校

す
る
。
こ
こ
で
青
年
た
ち
は
六
か
月

間
、
寄
宿
舎
に
入
っ
て
教
育
を
受
け

る
。
起
床
か
ら
就
寝
ま
で
規
則
に
従
っ

て
生
活
す
る
の
だ
が
か
な
り
自
由
気

ま
ま
に
暮
ら
し
て
き
た
青
年
た
ち
は
、

最
初
は
と
ま
ど
い
ス
ト
レ
ス
で
体
調

を
く
ず
す
生
徒
も
い
る
と
云
う
。
▼

耐
え
る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
の
少
な
い

現
代
の
青
年
た
ち
。
大
学
人
試
合
格

を
め
ざ
す
高
校
生
は
、
勉
強
、
勉
強

と
き
び
し
い
毎
日
が
続
い
て
い
る
わ

け
だ
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
努
力
と

家
族
や
周
囲
の
暖
か
い
思
い
や
。
の

中
で
の
忍
耐
だ
と
思
う
。
卒
業
間
近

か
の
県
消
防
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、

六
か
月
間
で
、
き
び
き
び
と
し
た
動

作
を
身
に
つ
け
、
体
力
と
度
胸
も
で

き
、
他
の
人
の
生
命
と
財
産
を
守
る

使
命
を
自
覚
し
て
い
た
。
▼
大
学
進

学
を
め
ざ
す
高
校
生
は
、
大
学
に
入

る
こ
と
が
第
一
の
目
標
で
あ
ろ
う
が
、

入
っ
て
何
を
す
る
か
が
大
切
な
こ
と

だ
と
思
う
。
希
望
の
大
学
に
入
っ
て

も
自
分
が
何
を
す
る
た
め
に
何
を
し

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
云
う
大

学
生
も
多
い
。
▼
現
代
で
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
る
学
生
の
ほ
と
ん

ど
は
、
串
や
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ビ
デ
ィ

オ
な
ど
の
支
払
い
、
デ
ー
ト
の
資
金

を
手
に
入
れ
る
の
が
目
的
だ
。
ア
ル

バ
イ
ト
も
三
K
は
嫌
い
だ
。
楽
な
仕

事
で
高
資
金
を
望
み
、
自
分
の
都
合

で
約
束
し
た
仕
事
を
す
っ
ぽ
か
す
例

も
多
く
な
っ
た
。
就
職
を
決
め
る
時

期
に
は
、
内
定
を
い
く
つ
貰
っ
た
と

自
慢
し
合
い
、
自
分
が
何
を
し
た
い

の
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
学
生
が

多
い
よ
う
だ
。
大
人
だ
け
の
責
任
だ

ろ
う
か
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
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平
成
二
年
八
月
十
八
日
、
秋
田
空

港
に
五
度
目
の
土
を
踏
み
し
め
た
の

で
す
。
し
か
し
今
回
の
秋
田
は
、
今

迄
の
秋
田
と
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

秋
田
高
校
同
窓
会
の
皆
様
が
待
っ
て

い
て
下
さ
る
と
い
う
実
感
が
、
ひ
し

ひ
し
と
肌
に
伝
っ
て
く
る
の
で
し
た
。

お
も
え
ば
二
年
八
ケ
月
前
突
然
、
秋

田
高
校
同
窓
会
事
務
局
長
一
当
時
一

桜
谷
先
生
を
お
訪
ね
し
、
秋
田
高
校

同
窓
会
と
知
道
会
（
水
中
・
水
戸
一

高
会
一
と
の
同
窓
会
姉
妹
提
携
の
話

し
を
、
申
し
上
げ
た
。

姉
妹
提
携
の
い
き
さ
つ
は
、
当
時

知
道
会
は
、
水
戸
一
高
の
創
立
百
十

周
年
の
記
念
事
業
を
模
索
し
て
い
た

時
期
で
あ
。
、
何
か
同
窓
会
で
、
意

義
あ
る
「
事
」
を
し
た
い
。
し
か
ら

ば
何
か
？

母
校
水
戸
一
高
の
校
門
を
入
る
と
、

佐
竹
公
が
水
戸
に
の
こ
さ
れ
た
、
唯

一
の
建
造
物
で
あ
る
素
晴
ら
し
い

「
薬
医
門
」
が
あ
る
。

こ
の
薬
医
門
を
つ
く
ら
れ
た
佐
竹

公
が
移
対
さ
れ
た
秋
田
に
何
か
な
い

だ
ろ
う
か
？

名
君
佐
竹
公
は
学
問
に
も
力
を
大

の
で
す
。

□
姉
妹
提
携
締
結
に
い
た
る
ま
で
に

は
、
色
々
な
お
話
し
も
あ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
無
事
平
成
二
年
六

月
三
十
日
に
、
御
地
秋
田
市
で
姉
妹

揖
携
調
印
式
が
出
来
た
こ
と
は
、
私

来
賓
席
に
案
内
い
た
だ
き
、
塩
田
同

窓
会
々
長
様
は
じ
め
、
顔
な
じ
み
の

皆
様
に
お
会
し
、
色
々
と
あ
り
ま
し

た
が
、
姉
妹
提
携
し
て
よ
か
っ
た
〃
‥

と
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

□
会
場
に
出
席
さ
れ
た
同
窓
会
々
員

の
皆
様
か
ら
も
、
私
共
知
道
会
代
表

三
名
を
、
心
か
ら
お
迎
え
い
た
だ
き

感
激
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
で
の
熱
心
な
、
討
議
を
拝
聴

し
充
実
あ
る
同
窓
会
活
動
を
さ
れ
る

姉
妹
提
携
の
芽
育
て

末
永
い
交
流
を
祈
念

れ
ら
れ
た
方
、
我
が
母
校
も
百
十
周

年
を
迎
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
秋
田

に
も
藩
校
で
あ
っ
た
高
校
が
あ
る
は

ず
、
調
べ
た
結
果
、
秋
田
県
立
秋
田

高
等
学
校
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
。
、

さ
っ
そ
く
、
秋
田
高
校
に
お
伺
い
し

た
の
で
す
。
水
戸
一
高
門
に
薬
医
門

が
あ
。
、
建
造
主
で
あ
る
佐
竹
公
の

藩
校
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
秋
田
高
校

と
の
縁
が
、
こ
の
薬
医
門
で
出
来
た

の
人
生
の
一
貫
に
深
く
刻
み
こ
ま
れ

感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
す
。
感
激
さ
め

ぬ
、
八
月
十
八
日
、
再
び
御
地
秋
田

に
お
伺
い
出
来
た
こ
と
は
、
な
ん
と

幸
せ
で
あ
っ
た
こ
と
か
。
そ
れ
も
秋

田
高
校
同
窓
会
総
会
に
、
お
招
き
い

た
だ
き
ま
し
た
。

□
総
会
々
場
も
調
印
式
を
行
っ
た

「
あ
き
た
く
ら
ぶ
」
の
隣
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
な
の
で
胸
迫
る
思
い
で
し
た
。

こ
と
に
驚
き
、
更
に
小
玉
副
会
長
様

か
ら
は
、
今
後
の
知
道
会
と
の
交
流

を
、
秋
田
高
校
同
窓
会
と
し
て
の
、

方
向
づ
け
な
ど
を
会
員
の
皆
様
に
報

告
さ
れ
て
る
こ
と
を
、
拝
聴
し
我
々

知
道
会
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

対
処
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
余
。

に
も
積
極
的
立
案
多
く
、
圧
倒
さ
れ

た
と
共
に
、
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
し

た
。
ま
た
、
懇
親
会
に
は
、
泉
水
戸

知
道
会
々
長
他
十
四
名
の
会
員
ま
で

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
秋
田
高
校

同
窓
会
の
皆
様
と
親
し
く
懇
談
す
る

時
間
を
も
つ
こ
と
が
出
来
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。
貴
同
窓
会
々
員
の
皆

様
の
水
戸
を
想
う
心
、
ル
ー
ツ
を
た

ど
れ
ば
先
祖
は
皆
親
戚
と
い
う
こ
と

で
、
初
め
て
の
懇
親
会
と
は
思
わ
れ

な
い
雰
囲
気
で
、
秋
田
の
美
酒
に
酔

い
、
知
道
会
々
員
、
だ
い
ぶ
ご
馳
走

に
な
り
、
感
激
致
し
て
お
。
ま
す
。

今
迄
は
、
近
く
て
遠
か
っ
た
秋
田

も
、
今
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
行
け

る
秋
田
に
な
。
ま
し
た
。

こ
の
姉
妹
提
携
を
無
駄
に
す
る
こ

と
な
く
、
自
然
的
条
件
、
地
理
的
条

件
な
ど
の
違
う
環
境
の
母
校
、
後
輩

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
も
、
私
達
は
、

大
事
に
こ
の
芽
を
育
て
て
い
き
た
い

所
存
で
す
。
今
後
秋
田
高
校
同
窓
会

の
皆
様
の
ご
後
援
を
い
た
だ
き
、
共

に
手
を
繋
ぎ
、
切
れ
る
こ
と
な
く
、

末
永
く
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
田
高
校
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
お
祈
。
致
し
ま
す
。

報
告
事
項
す
べ
て
承
認

◎
理
事
会

平
成
二
年
度
の
理
事
会
は
、
七
月

二
十
八
日
一
土
一
、
午
後
五
時
か
ら

栄
太
楼
旅
館
に
、
約
九
十
名
の
出
席

を
み
て
開
催
さ
れ
た
。

会
長
の
挨
拶
、
学
校
長
の
近
況
報

告
を
含
め
て
の
挨
拶
に
続
き
、
会
務

事
業
報
告
、
常
置
委
員
会
報
告
、
知

道
会
と
の
姉
妹
提
携
報
告
、
百
二
十

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
報
告
等

が
な
さ
れ
た
。
質
問
と
し
て
、
事
業

報
告
が
七
月
末
で
あ
る
の
に
、
会
計

報
告
が
三
月
末
で
は
不
適
当
で
は
な

い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
今
後

検
討
す
る
こ
と
と
し
、
報
告
は
全
て

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
議
事
に
移
。
、

決
算
・
名
簿
会
計
・
監
査
報
告
が
な

さ
れ
認
め
ら
れ
た
。
平
成
二
年
度
事

業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て

財
政
委
員
会
か
ら
も
話
が
あ
っ
た
よ

う
に
年
次
会
員
等
の
納
入
を
遅
滞
な

く
行
う
こ
と
も
含
め
て
提
案
さ
れ
承

認
さ
れ
た
。
総
会
の
日
程
も
八
月
十

八
日
一
土
一
午
後
二
時
、
ニ
ュ
ー
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
講
演
者
小
澤
啓
一

郎
氏
（
三
十
年
卒
一
に
決
定
し
た
。

知
道
会
と
の
交
流
も
特
別
委
員
会
を

つ
く
っ
て
取
。
組
む
こ
と
に
し
た
。

最
後
に
役
員
改
選
が
提
案
さ
れ
全
会

一
致
で
塩
田
会
長
始
め
役
員
の
再
任

を
決
定
し
た
。
最
後
に
閉
会
の
こ
と

ば
を
の
べ
て
、
懇
親
会
に
て
な
ご
や

か
に
交
流
し
、
散
会
し
た
。

年
次
会
費
若
年

の
納
入
向
上

◎
常
任
理
事
会

平
成
二
年
度
の
常
任
理
事
会
は
、

L
月
六
日
午
後
五
時
三
十
分
よ
。
ア

キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
於
て
開
催
六

十
数
名
の
出
席
に
よ
。
、
塩
田
会
長

を
議
長
に
、
各
常
置
委
員
会
よ
。
現

状
及
び
経
過
報
告
が
あ
。
、
つ
、
つ
い

て
、
諸
議
案
に
つ
い
て
、
活
発
な
質

疑
。
意
見
交
換
が
あ
り
、
全
て
、
承

認
さ
れ
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
年
次
会
費
・
役
員
会
費
に
つ
い

て
、
年
次
会
費
に
つ
い
て
は
、
年
次

強
化
案
が
徐
々
に
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、

こ
と
に
若
年
次
の
納
は
率
が
良
く
な
っ

て
来
て
お
り
、
今
後
も
尚
い
っ
そ
う

の
強
化
を
図
り
た
い
。
一
四
二
～
五

四
年
次
一

二
、
名
簿
領
布
代
金
は
な
ど
の
残
金

は
別
途
会
計
と
し
た
い
。

領
布
代
金
の
残
金
の
内
と
。
あ
え
ず

二
百
萬
は
百
二
十
周
年
事
業
へ
の
基

金
と
し
、
残
り
は
住
所
変
更
及
び
新

入
会
員
増
の
定
期
的
入
力
に
よ
る
デ
ー

ク
ー
ベ
ー
ス
の
整
備
等
に
費
し
た
い
。

三
、
広
報
に
名
簿
委
員
会
の
欄
を
も

う
け
る
。

四
、
総
会
は
八
月
十
八
日
に
決
定
。

講
師
と
し
て
三
十
年
卒
の
小
沢
啓
一

郎
氏
（
東
映
㈱
テ
レ
ビ
企
画
営
業
第

一
部
長
一
が
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

一
知
道
会
一
水
戸
一
高
同
窓
会
一
と

の
姉
妹
提
携
に
よ
。
、
八
月
十
八
日

の
総
会
に
招
聴
し
て
は
い
か
が
と
の

提
案
が
あ
。
、
承
認
。

一
小
玉
副
会
長
よ
。
、
知
道
会
と
の

姉
妹
提
携
の
経
過
報
告
が
あ
。
、
尚

秋
田
高
同
窓
会
に
も
知
道
会
に
匹
敵

す
る
名
称
を
つ
く
っ
て
は
如
何
と
の

提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

委
曇
耳
だ
よ
り

「
同
窓
会
だ
よ
。
三
十
二
号
」
発

行
以
後
に
開
催
さ
れ
た
常
置
委
員
会

お
よ
び
特
別
委
員
会
は
次
の
通
。
。

▽
企
画
委
員
会
ニ
ハ
月
十
一
日
一

小
玉
副
委
員
長
以
下
人
名
の
委
員

が
出
席
し
て
千
秋
会
館
で
開
催
。
事

務
局
か
ら
1
2
0
周
年
実
行
委
員
と
姉

妹
提
携
準
備
委
の
状
況
報
告
の
あ
と
、

懸
案
の
年
次
・
役
員
会
費
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は

財
政
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
。
、

現
在
の
納
入
状
況
（
額
・
率
一
で
は

早
急
に
結
論
を
出
し
か
ね
る
問
題
で

あ
る
と
の
見
解
で
一
致
、
今
後
の
状

況
を
み
な
が
ら
、
再
度
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
。

年
次
強
化
対
策
の
報
告
と
今
後
の

進
め
方
、
1
2
0
周
年
実
行
委
員
の
予

算
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
、
総
会

日
程
、
本
年
実
施
予
定
の
学
校
林
視

察
と
役
員
改
選
に
伴
な
う
「
役
員
候

補
者
推
薦
名
簿
」
な
ど
に
つ
い
て
も

協
議
し
た
。

▽
財
政
委
員
会
（
六
月
二
十
日
一

小
玉
委
員
長
以
下
六
名
が
出
席
し

て
栄
大
様
旅
館
で
開
催
。
事
務
局
か

ら
平
成
元
年
度
の
会
費
納
入
状
況
と

決
算
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
。
了
承

さ
れ
た
。
次
い
で
平
成
二
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
案
を
協
議
、
予
算
案

に
つ
い
て
は
決
算
案
を
考
慮
し
、
収

支
と
も
若
干
の
修
正
を
す
る
こ
と
と

し
た
。次

に
年
次
・
役
員
会
費
の
あ
。
方

に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
企
画
委
同

様
、
今
後
の
推
移
を
み
て
か
ら
検
討

す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
「
1
2
0
周

年
実
行
委
」
の
運
営
費
予
算
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
財
源
が
な
い
の

で
名
簿
会
計
か
ら
2
0
0
万
円
を
支
出
、

特
別
会
計
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
し

た
。名

簿
会
計
の
今
後
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
残
紬
を
今
後
の
必

要
経
費
に
あ
て
る
こ
と
と
し
、
一
般

会
計
に
は
予
算
を
組
ま
な
い
。
た
だ

し
、
残
金
を
消
費
し
、
な
お
経
費
を

必
要
と
す
る
場
合
は
、
再
度
検
討
す

る
こ
と
に
し
た
。

▽
姉
妹
提
携
準
備
委
員
会
一
六
月
二

十
一
日
一

小
玉
委
員
長
以
下
九
名
の
委
員
が

出
席
し
ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
調

印
式
ニ
ハ
月
三
十
日
一
の
打
ち
合
わ

せ
と
し
て
開
催
。

事
務
局
か
ら
調
印
式
当
日
の
知
道

会
側
の
出
席
者
氏
名
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
後
協
議
に
入
っ
た
。
第
一
に
協

定
文
に
つ
い
て
は
、
当
委
員
会
で

作
成
さ
れ
た
原
案
と
知
道
会
が
作
っ

た
原
案
を
交
換
、
相
互
の
意
見
調
整

を
行
っ
て
作
成
さ
れ
た
案
文
を
審
議

し
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

次
に
調
印
式
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

場
所
一
あ
き
た
く
ら
ぶ
一
、
時
刻

一
午
後
4
時
一
、
出
席
者
一
会
長
以

下
七
名
一
、
式
次
第
一
事
務
局
一
任
一

総
会
の
式
次
第
決
め
る

◎
第
二
回
当
番
年
次
打
合
金

本
年
度
第
二
回
の
当
番
年
次
打
合

会
は
、
八
月
十
日
鎌
田
会
館
に
お
い

て
、
小
玉
副
会
長
、
太
田
企
画
委
員

長
、
岸
部
副
委
員
長
、
各
年
次
代
表

者
及
び
事
務
局
と
で
総
会
に
つ
い
て

の
打
合
せ
を
行
っ
た
。

ま
ず
総
会
、
懇
親
会
の
次
第
と
司

会
者
を
決
定
。
そ
の
他
の
役
割
分
担

も
決
め
る
。
ま
た
、
当
日
の
講
演
者

は
小
澤
啓
一
郎
一
昭
三
〇
卒
一
に
決

ま
る
。な

お
、
当
日
は
知
道
会
一
水
戸
一

高
同
窓
会
一
か
ら
も
会
長
等
三
名
が

出
席
す
る
予
定
と
な
っ
た
の
で
、
こ

の
紹
介
と
「
あ
い
さ
つ
」
を
し
て
も

ら
う
こ
と
を
決
め
た
。

最
後
に
、
総
会
を
盛
会
に
す
る
た

め
、
各
年
次
は
よ
。
多
く
の
出
席
者

を
は
か
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
閉

会
し
た
。

と
、
懇
親
会
等
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
た
。

ま
た
、
調
印
式
後
の
こ
の
委
員
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
企

画
香
に
入
れ
る
の
も
適
当
で
な
い
の

で
、
今
ま
で
ど
お
り
単
独
の
特
別
委

員
会
と
し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
と
し

た
。

▽
広
報
委
員
会
一
八
月
三
十
一
日
一

本
年
度
二
回
目
の
編
集
会
議
は
、

田
宮
委
員
長
以
下
6
名
が
出
席
し
て
、

鎌
田
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

「
だ
よ
り
三
十
三
号
」
の
主
要
割
付

と
執
筆
分
担
、
原
稿
・
広
告
の
収
集

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
た
。

▽
名
簿
委
員
会
一
九
月
十
四
日
一

本
年
度
第
二
回
目
の
名
簿
委
員
会

は
、
千
秋
会
館
に
お
い
て
広
島
委
員

長
以
下
十
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

た
。こ

の
日
の
委
員
会
は
、
先
に
数
人

の
委
員
で
協
議
し
た
こ
と
を
も
と
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
原
デ
ー
タ
を
各
年
次
等
へ

提
供
す
る
方
法
と
し
て
は
、
印
字
デ
ー

タ
の
み
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ

に
と
も
な
う
経
費
は
、
実
費
徴
収
を

す
る
こ
と
。
次
に
「
同
窓
会
だ
よ
。
」

に
名
簿
委
員
会
の
欄
を
設
け
て
も
ら

い
、
名
簿
委
員
会
か
ら
の
情
報
伝
達

を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
き
た
い
。

三
つ
目
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
の
訂

正
に
必
要
な
ア
ル
バ
イ
ト
人
の
確
保

を
は
か
。
た
い
。

更
に
は
デ
ー
タ
訂
正
専
用
の
ハ
ー

ド
等
の
購
入
を
希
望
し
た
い
。

羽
後
交
通
株
式
会
社

取
締
役
社
長

小
桧
秀
光

（
S
1
0
卒
）

横
手
市
前
郷
．
1
」
番
町
四
一
一
〇

電
話
　
C
．
八
二
l
三
二
一
四
l
一
五
一
（
代
）

百
二
十
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
の
役
員

百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
の
役
員
は
次
の
通
。
で
あ
る
。

実
行
委
員
長
　
塩
田
雄
次
S
5
、
副

委
員
長
　
小
澤
雄
象
S
は
、
小
玉
得

太
郎
S
墜
辻
兵
書
S
1
9
、
小
林
忠

雄
S
輿
室
田
弘
S
2
6
校
長

会
計
監
事
　
三
浦
糟
司
S
糞
米
谷

節
郎
S
彗
小
玉
康
延
S
3
1

総
務
委
員
　
◎
小
津
雄
象
S
誓
兼

務
○
太
田
寿
男
S
糞
梶
原
忠
郎
S

1
9
、
小
玉
順
一
郎
S
輿
湊
貞
造
S

輿
広
島
吾
朗
S
賀
渡
部
誠
一
郎

S
糞
田
宮
忠
S
翼
桜
谷
吾
朗
S

は
、
秋
山
ま
り
子
S
輿
岸
部
恵
一

S
輿
柴
田
協
子
S
輿
畠
山
樹
之

S
輿
清
水
昭
男
S
彗
山
口
武
秀

S
彗
斉
藤
広
孝
S
2
3
教
頭
、
松
浦

三
郎
事
務
長
、
伊
藤
守
一
S
2
1
事
務

局
長

財
政
委
員
　
◎
小
玉
順
一
郎
S
輿

○
豊
口
祐
一
S
輿
佐
渡
谷
栄
悦
S

輿
速
水
洋
子
S
輿
竹
谷
繁
S
彗

佐
野
元
彦
S
彗
京
極
敏
S
3
3
教
諭
、

間
杉
喜
栄
治
S
3
4
教
諭

広
報
委
員
　
◎
田
宮
忠
S
彗
山
寺

惧
子
S
輿
大
和
宇
一
S
輿
和

賀
政
文
S
彗
石
井
仁
S
彗
河
先

進
S
3
1
教
諭
、
小
林
洋
S
3
6
教
諭

行
事
委
員
　
◎
梶
原
忠
郎
S
1
9
、
〇

山
谷
浩
二
S
2
0
④
、
神
田
勉
S
糞

辻
悌
五
郎
S
2
7
、
三
船
新
次
S
翼

山
田
靖
男
S
彗
今
田
伸
S
輿
石

川
清
治
S
彗
丸
野
内
胡
桃
S
輿

竹
屋
直
太
郎
S
彗
大
久
保
正
樹
S

彗
根
布
谷
豪
S
彗
菊
地
了
邦
S

彗
酢
尾
太
S
彗
青
山
順
書
S
彗

小
国
輝
也
S
冥
柴
田
義
弘
S
4
1
教

諭
、
斎
藤
裕
義
S
4
4
教
諭

校
史
委
員
　
◎
渡
部
誠
一
郎
S
糞

○
田
口
能
祐
S
輿
山
中
良
二
郎
S

2
0
④
、
加
藤
民
夫
S
3
1
教
諭
、
高
島

清
子
S
3
3
教
諭

名
簿
委
員
　
◎
広
島
吾
朗
S
翼
○

工
藤
雄
一
S
翼
加
藤
昭
男
S
2
7
、

郡
波
隼
雄
S
墾
五
十
嵐
和
子
S
輿

中
村
優
子
S
彗
佐
藤
英
明
S
彗

佐
藤
洋
S
彗
佐
藤
悦
紹
S
彗
田

近
書
彦
S
輿
成
田
良
実
S
輿
佐

藤
正
S
2
5
教
諭
、
伊
藤
宏
毅
S
3
2
教

諭

施
設
委
員
◎
湊
貞
造
S
輿
○
高

橋
昌
一
S
賀
太
田
規
S
墜
佐
藤

武
S
墾
大
友
康
二
S
糞
太
田
洋

生
S
彗
安
東
義
之
S
輿
藤
原
東

男
S
2
7
、
小
川
省
吾
S
輿
大
井
康

S
輿
奈
良
力
男
S
翼
湊
邦
夫
S

輿
三
浦
捷
也
S
彗
大
島
駿
一
S

冥
高
橋
智
徳
S
彗
高
井
宏
司
S

彗
長
谷
川
和
子
S
彗
湊
潤
二
郎

S
2
3
教
諭
、
樋
口
勝
郎
S
3
8
教
諭

◎
印
は
部
門
別
委
員
長

○
印
は
同
副
委
員
長

哀

　

　

悼
一
判
明
分
・
敬
称
略
一

榎
　
順
一
一
S
2
7
一
秋
田
市
2
・
4

佐
藤
　
房
夫
一
定
2
1
一
秋
田
市
2
・
4

竹
内
　
弘
毅
一
S
5
一
東
京
都
2
・
5

中
田
　
富
要
S
H
一
秋
田
市
2
・
6

石
田
　
富
士
一
S
堅
秋
田
市
2
・
7

沼
田
栄
一
輿
S
誓
秋
田
市
2
・
7

菊
地
　
隆
二
一
定
2
7
一
秋
田
市
2
・
7

柏
木
　
義
雄
一
S
5
一
千
莫
市
2
・
7

松
田
　
真
一
一
定
2
1
一
秋
田
市
2
・
7

篭
谷
　
陸
男
一
S
誓
秋
田
市
2
・
8

町
田
　
俊
正
一
S
5
一
東
京
都
2
・
8

樫
尾
　
報
三
一
S
7
一
東
京
都
2
・
8

奈
良
　
譲
介
（
S
7
一
習
志
野
有
2
・
8

佐
藤
　
正
一
一
S
7
一
秋
川
南
2
・
8

奈
良
　
修
介
一
S
7
一
秋
田
市
2
・
9

金
山
　
和
義
一
S
7
一
秋
田
市
2
・
1
0

境
田
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

境
田
稜
一

（
S
1
0
卒
）

秋
田
市
餌
山
大
．
几
町
．
．
　
丘
．

電
話
二
一
八
八
⊥
二
四
㌧
二
ハ
二
川

帯広市立病院

副院長

板橋　博
（S30卒）

〒080

帯広市東6条Iも23了‾目5－2

電　話　0155－23－7291

施l二・総合建設業

株式会社佐々木組

代表取締役

佐々木憲隆
（S30辛）

本　在／秋日日】南通みその町4－73
電：l話　0188（32）2396（代）
南支JJ，／人曲市栄町6－26
電　話　0187（63）3269（代）

卜
山
胃
腸
科
・
内
科
医
院

下
山
推
敏

（
S
3
0
午
）

大
一日
－
直
し
悩
仕
仕
町

主
戦
話
．
八
L
～
．
パ
ー
L
‖

高
橋
歯
科
医
院

院
長高

橋
昭
一

（
S
3
0
卒
）

秋
川
市
新
屋
扇
勘
．
（
　
　
パ

T

E

L

　

　

（

2

8
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卒
業
六
十
周
年
を
記
念

お
た
が
い
に
長
生
き
喜
ぶ

昭
五
会

卒
業
以
来
六
拾
周
年
を
記
念
す
る

昭
五
会
を
、
九
月
十
九
日
に
開
い
た
。

我
々
は
午
後
一
時
半
に
秋
田
駅
に
集

合
。
こ
の
た
び
は
東
京
か
ら
斎
藤
、

渡
部
、
宮
城
か
ら
鈴
木
一
光
一
、
酒

田
か
ら
三
森
の
四
氏
を
迎
え
、
地
元

の
十
九
名
を
含
め
二
十
三
名
が
参
加

した。一
同
は
六
拾
周
年
記
念
の
贈
物
と

し
て
、
同
級
生
相
沢
謙
一
画
伯
の
作

品
を
携
え
て
母
校
を
訪
れ
、
代
表
安

田回
国
閂
u

四
Ⅷ
田

！椚田

好事隼凌駕繁華鍵

酔
う
阿
川
馳
開
田

S
l
り
l
l
．
○
○
。
l
患

ぎ
ー
鼻
r
・

田
闊
u
配

田
園
凶
閉
…
Ⅲ

藤倉み着
電男色澄男■瞑迄遠示哀感

鞍

勤
田
阿
田

圃
固
間
脳

悶
凶
日

鞠海
承乾

顔イ
セ

日
田

弱

闘
闇
＝
…
は

田

圃

田

　

圃

堅肇華軍澄田

題
劇
■
田
阿
臓
凶

倍
興
氏
よ
り
、
学
校
へ
の
謝
恩
の
し

る
L
ま
で
に
、
こ
の
壁
画
を
贈
る
旨

の
挨
拶
を
述
べ
、
室
田
校
長
先
生
に

こ
れ
を
贈
呈
し
た
。

相
沢
氏
は
秋
田
師
範
を
経
て
県
内

小
教
員
、
台
湾
そ
し
て
終
戦
後
県
内

小
中
校
教
員
、
校
長
を
経
て
定
年
。

現
職
中
よ
。
教
職
の
傍
ら
洋
画
に
精

進
さ
れ
た
、
そ
の
道
の
先
達
と
し
て

知
ら
れ
る
。

絵
の
贈
呈
に
先
立
ち
校
内
を
案
内

し
て
頂
い
た
。
新
装
な
っ
た
母
校
の

威
容
に
接
し
た
の
は
、
東
根
小
屋
町

の
古
い
学
び
舎
を
後
に
し
て
以
来
、

初
め
て
の
者
が
殆
ん
ど
で
、
正
に
六

拾
年
の
長
い
間
の
様
替
。
に
眼
を
み

△

！′　‾‾1

つとLl
は
っ
た
。

三
時
に
母
校
を
辞
去
、
場
所
を
恒

例
の
千
秋
会
館
一
旧
楯
山
グ
ラ
ン
ト

跡
の
一
角
一
に
移
し
懇
親
会
に
入
っ

た
。
開
宴
に
先
立
ち
幹
事
本
間
氏
よ

。
、
記
念
品
に
何
を
選
ぶ
か
に
つ
い

て
諸
氏
に
図
っ
た
中
で
、
鈴
木
（
光
一

氏
か
ら
相
沢
氏
の
作
品
が
ど
う
か
と

の
提
案
あ
り
、
相
沢
氏
の
承
諾
を
得

た
。
そ
こ
で
会
員
諸
氏
よ
り
の
接
金

を
呼
び
か
け
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
た
。

しシ手喚与与やJぺ1酪琳ゝi嘲ゝ弓1Lゝ弓1Lゝ弓勺Jぺ1酪＿シナ軋シ手軋与r

ヤわtロ

好

蟹

簸

密

諺

崩

残

壕

嶺

毯

管

財

老

教

筍

富

冗

澱

冤

盈

薦

訝

害

一一1－11－一一一一‥削－1削
1

1

r

r

去
る
九
月
十
九
日
に
昭
和
五
年
三

月
卒
業
会
員
二
十
三
名
が
母
校
を
訪

れ
、
卒
業
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、

学
校
へ
壁
画
の
寄
贈
を
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
壁
画
は
、
同
期
の
会
員
で
も

あ
。
ま
す
相
沢
謙
一
先
生
の
作
品
で
、

千
秋
公
園
内
に
あ
る
桜
の
木
を
写
生

さ
れ
た
六
十
号
の
大
作
で
あ
。
ま
す
。

贈
呈
式
は
、
会
議
室
に
お
い
て
安

倍
興
代
表
が
寄
贈
の
趣
旨
を
述
べ
ら

れ
、
学
校
長
に
記
念
品
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
学
校
長
よ
。
御
礼
の

言
葉
が
あ
。
、
続
い
て
相
沢
先
生
が

母
校
に
壁
画
を

贈
る
　
　
昭
五
会

絵
に
つ
い
て
の
説
明
を
さ
れ
、
一
同

で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
贈
呈
式
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
何
十
年
ぶ
。
に
母
校
の

校
舎
を
み
た
方
も
お
。
、
昔
と
今
の

変
。
様
に
、
喜
び
と
驚
き
と
と
も
に
、

生
徒
時
代
を
懐
し
み
つ
つ
、
懇
親
会

場
の
千
秋
会
館
へ
と
帰
っ
て
行
か
れ

ま
し
た
。

学
校
で
は
、
壁
画
を
校
長
室
に
飾

。
、
会
員
の
気
持
ち
に
感
謝
し
、
末

永
く
大
事
に
し
た
い
と
言
っ
て
お
。

ま
す
。

一
伊
藤
守
一
記
一

U
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つ
づ
い
て
幹
事
安
倍
氏
よ
。
、
相

沢
氏
に
薄
謝
金
一
封
を
贈
っ
た
。
こ

の
金
子
は
額
縁
代
と
材
料
費
の
ほ
ん

の
一
部
に
止
ま
る
。

こ
れ
に
対
し
、
相
沢
氏
よ
。
謝
辞

と
校
歌
の
一
節
「
あ
あ
友
桜
の
朝
日

に
匂
う
」
に
ち
な
ん
だ
久
保
田
城
跡

の
桜
を
と
り
上
げ
た
旨
、
絵
の
説
明

が
な
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
物
故
者
竹
内
弘
墾
柏

木
義
雄
、
佐
々
木
貞
、
町
田
俊
正
の

四
氏
の
霊
に
黙
商
を
捧
げ
た
。
な
お

l傭
封

儀
＿
凛

入
参
加
卒
業
4
0
周
年
を
祝
う

S
2
5
卒
業
4
0
周
年
記
念
同
期
会
は
、

秋
雨
前
線
通
過
後
の
曇
。
日
の
中
、

九
月
十
五
日
（
土
一
午
後
六
時
よ
。
、

ア
キ
タ
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル

「
銀
河
」
に
お
い
て
、
恩
師
・
加
藤
、

菅
原
、
中
山
、
吉
井
、
町
田
の
五
先

生
、
3
0
周
年
記
念
以
来
十
年
ぶ
り
の

学
校
長
・
室
田
先
生
、
新
作
の
同
窓

会
事
務
局
長
・
伊
藤
先
生
を
お
迎
え

し
て
、
県
内
会
員
6
7
名
、
四
十
年
ぶ

り
の
栗
原
勝
雄
・
高
橋
金
次
両
氏
を

は
じ
め
県
外
会
員
1
5
名
、
同
伴
者
6

名
、
賛
助
会
員
6
名
、
目
下
療
養
中

の
会
員
を
含
め
て
合
計
1
0
1
名
参
集

し
て
開
催
さ
れ
、
盛
況
裡
に
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
。
特
に
恩
師
代
表
あ

い
さ
つ
の
町
田
輿
太
郎
先
生
は
、
と

て
も
八
十
一
歳
と
は
思
え
ぬ
お
元
気

さ
、
昔
の
授
業
を
努
髪
さ
せ
る
、
長

講
三
十
分
余
に
わ
た
る
軽
妙
酒
脱
な

お
話
に
満
場
爆
笑
の
渦
、
ま
た
吉
井

忠
売
先
生
の
余
興
「
旅
の
夜
風
」
に

も
拍
手
の
大
喝
采
で
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
栄
あ
る
受
章
者
、

池
内
広
一
一
県
芸
術
選
奨
一
、
宇
佐

美
悦
朗
一
藍
綬
褒
章
一
、
佐
藤
信
和

一
厚
生
大
臣
表
彰
一
の
三
氏
に
同
期

会
一
同
よ
。
記
念
品
を
贈
呈
致
し
ま

した。
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昔
の
面
影
が
浮
か
ぶ

名
称
「
秋
田
二
〇
四
の
会
」
に

秋
中
二
〇
四
の
会
は
、
一
〇
月
九
日

に
秋
田
市
の
秋
田
く
ら
ぶ
で
開
い
た
。

我
々
は
、
昭
和
二
〇
年
三
月
秋
田

中
学
を
四
年
で
全
員
卒
業
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
明
治
以
来
旧

五
年
制
・
中
等
学
校
で
は
な
か
っ
た
。

昭
和
二
〇
年
と
言
え
ば
、
第
二
次
世

界
大
戦
一
大
東
亜
戦
争
と
我
々
は
教

え
ら
れ
た
一
末
期
、
我
々
同
期
生
は
、

群
馬
県
で
、
勤
労
動
員
令
に
よ
り
飛
行

機
工
場
で
工
員
と
し
て
働
く
か
、
軍

関
係
の
学
校
に
入
っ
て
い
る
か
で
、

手
形
校
舎
で
勉
強
し
て
居
る
者
は
な

か
っ
た
。
次
来
、
今
年
で
四
十
五
年

に
な
る
が
、
同
窓
会
名
簿
で
は
、
昭
・

二
〇
・
（
四
年
一
と
な
。
、
同
時
に
、

卒
業
し
た
一
年
先
輩
と
は
、
区
別
さ

れ
、
年
次
当
番
で
は
、
二
十
一
年
卒

業
と
一
緒
に
な
っ
た
。
、
同
期
会
を

開
く
場
合
も
、
会
の
フ
ル
・
ネ
ー
ム

が
長
く
て
、
落
ち
着
き
が
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
、
会
の
名
称
を
″

秋
中
二
〇
四
の
会
〟
で
や
っ
て
見
よ

う
と
言
う
こ
と
に
な
。
、
今
後
こ
の

名
称
を
使
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
　
の
会
」
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
、

会
則
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

も
考
え
て
い
る
。

〝
光
陰
矢
の
如
し
〟
と
は
至
言
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
流
れ
た
歳
月
を

振
り
返
え
る
今
日
此
頃
で
あ
る
が
、

集
っ
て
盃
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
昔

の
面
影
が
、
だ
ん
だ
ん
浮
ん
で
く
る
。

平
均
年
令
が
八
十
才
の
現
在
、
集
っ

た
諸
君
か
ら
、
中
学
当
時
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。
当
番

・　－．′、
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四四

閻
肌
臼

入
学
時
の
新
聞

見
て
話
し
合
う

秋
中
2
0
卒
関
東
地
区
同
窓
会

秋
中
昭
和
二
〇
年
四
卒
関
東
地
区
同

期
会
は
、
六
月
二
日
J
R
京
浜
東
北

線
鶴
見
駅
前
1
鳥
一
」
で
開
か
れ
た
。

案
内
文
に
″
会
場
は
戦
後
の
新
宿

駅
裏
あ
た
。
の
飲
み
屋
に
毛
が
生
え

た
程
度
の
粗
末
な
所
で
す
が
、
勤
労

動
員
か
ら
戦
後
を
生
き
抜
い
た
わ
れ

わ
れ
の
世
代
に
は
相
応
し
い
思
い
ま

す
。
〝
と
あ
。
、
秋
田
か
ら
初
め
て

参
加
す
る
自
分
に
と
っ
て
、
″
皆
さ

ん
が
、
ど
ん
な
顔
を
し
て
い
る
の
か
、

四
十
五
年
前
の
面
影
が
の
こ
っ
て
い

る
か
し
ら
、
〟
と
期
待
と
不
安
で
胸

が
、
一
杯
で
あ
っ
た
。
会
場
で
、
世

話
役
の
佐
川
・
柏
崎
・
両
君
の
相
変

ら
ず
元
気
な
お
顔
を
拝
見
し
、
ほ
っ

と
し
た
次
第
で
あ
る
。
色
々
話
が
弾

ず
む
が
、
最
初
に
出
る
の
は
、
野
球

部
の
選
抜
で
の
大
敗
・
そ
し
て
、
平

成
二
年
度
は
ど
う
か
、
と
云
う
質
問

で
あ
る
。
宴
・
鮒
に
な
。
、
一
人
一

人
自
己
楷
介
と
近
況
報
告
が
あ
っ
た
。

一
旧
姓
大
和
田
一
島
津
君
が
、
父
君

の
遺
品
よ
。
発
見
し
た
と
云
う
、
昭

和
十
六
年
三
月
二
十
五
日
・
三
〇
日

の
秋
田
魁
新
報
の
切
抜
が
圧
巻
で
あ
っ

た
。
「
見
出
し
」
　
「
秋
中
で
も
考
査

始
ま
る
。
」
秋
田
中
学
校
の
入
学
考

査
は
、
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で
四
日
間
に
亘
っ
て
、
人
物
考
査
・

発
育
概
評
・
身
体
検
査
・
運
動
能
力

検
査
の
各
項
を
毎
日
、
一
つ
づ
つ
順

繰
り
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

第
一
日
目
の
口
答
試
問
で
は
、
鉄
の

種
類
・
汽
船
は
何
で
出
来
て
い
る
か
。

時
局
へ
の
関
心
を
測
定
し
た
。

中
略
‥
控
室
で
は
付
添
が
さ
す
が
落

ち
つ
か
ぬ
も
の
が
あ
る
ら
し
く
、
こ

の
と
こ
ろ
受
験
児
童
よ
。
も
父
兄
の

方
が
気
が
気
で
な
い
。
か
く
て
、
三

十
日
中
に
合
格
者
の
発
表
が
行
わ
れ

る
が
そ
の
結
果
二
百
三
十
名
が
振
落

さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
「
秋
田
中
学
入

学
合
格
者
・
荒
川
等
　
渡
辺
佳
則

以
上
二
百
六
十
五
名
」
　
還
暦
を
過

ぎ
た
一
同
で
は
あ
る
が
、
切
抜
で
、

自
分
の
名
前
を
確
認
し
合
い
、
会
は

大
い
に
盛
上
っ
た
。
そ
し
て
、
校
歌

応
援
歌
の
高
唱
・
そ
し
て
散
会
、
そ

れ
ぞ
れ
都
内
へ
と
繰
。
出
し
た
。

楽
し
い
夕
で
あ
っ
た
。
今
年
は
卒
業

四
十
五
年
に
な
る
の
で
、
秋
・
〝
集

い
〟
を
計
画
中
で
あ
る
。
一
山
谷
記
）

本
間
幹
事
か
ら
塩
田
雄
次
氏
一
同
窓

会
長
一
が
秋
田
市
商
工
会
議
所
会
頭

と
し
て
東
京
出
張
と
て
不
参
加
の
旨

報
告
を
さ
れ
た
。

そ
れ
よ
り
宴
に
入
り
、
東
京
会
幹

事
斉
藤
氏
か
ら
会
員
に
十
九
名
の
消

息
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
各
面
々

に
よ
り
次
々
に
近
況
や
ら
所
感
が
述

べ
ら
れ
た
。
飲
む
程
に
語
る
程
に
往

年
の
頓
塵
の
頃
に
立
ち
帰
。
、
果
て

は
昔
の
ア
ン
チ
ヤ
、
い
ま
の
じ
っ
ち

や
、
思
え
ば
、
い
づ
れ
も
喜
寿
を
超

え
た
も
の
と
、
お
た
が
い
の
長
生
き

を
喜
び
合
っ
た
。

や
が
て
鈴
木
光
義
氏
の
音
頭
で
、

昔
懐
か
し
い
校
歌
「
天
上
遥
か
に
」

を
斉
唱
し
、
午
後
六
時
ま
た
の
再
会

を
期
し
て
散
会
し
た
。

出
席
者
次
の
通
り

安
倍
興
、
伊
藤
彰
、
伊
藤
武
雄
、

牛
込
善
正
、
加
藤
久
三
郎
、
金
沢
英

治
、
佐
藤
岩
雄
、
嵯
峨
勝
太
郎
、
斉

藤
善
次
郎
、
桜
田
正
壱
笹
山
秀
武
、

柴
田
輿
太
郎
、
鈴
木
政
夫
、
堀
井
太

郎
、
本
間
善
次
郎
、
松
葉
重
敏
、
三

森
福
治
、
宮
崎
政
一
、
和
賀
茂
、
相

沢
謙
一
、
鈴
木
光
義
、
渡
部
豊
治
、

藤
本
儀
一
　
　
　
一
藤
本
記
一

夫
婦
同
伴
で

六
郷
で
開
く

秋
中
五
十
期
会

秋
中
五
十
期
会
一
S
1
2
卒
一
前
期

例
会
は
、
こ
の
度
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
夫
婦
同
伴
で
市
外
に
会
場
を

移
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
し
、
一
昨

年
我
々
の
仲
間
か
ら
町
長
に
当
選
し

た
京
野
大
三
君
の
激
励
を
か
ね
て
、

「
清
水
と
森
の
町
」
六
郷
町
で
、
七

月
八
日
盛
大
に
開
催
し
た
。

初
め
て
の
遠
出
で
、
参
加
者
は
例

会
よ
り
少
く
二
十
四
名
で
あ
っ
た
が
、

幸
い
奥
様
三
名
の
参
加
を
え
て
計
二

十
七
名
と
な
っ
た
。

九
時
三
十
分
、
ア
キ
タ
・
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
集
合
、
大
型
バ

ス
に
ゆ
っ
た
。
と
座
。
十
時
出
発
、

幹
事
心
配
。
の
缶
ビ
ー
ル
に
喉
を
潤

し
、
大
曲
バ
イ
パ
ス
を
経
て
十
一
時

半
頃
、
六
郷
町
役
場
に
到
着
す
る
。

こ
こ
で
京
野
氏
の
出
迎
え
を
う
け

て
、
町
内
見
学
に
出
か
け
る
。
ま
ず

町
の
歴
史
資
料
な
ど
を
展
示
す
る
学

友
館
で
説
明
を
聞
き
、
次
に
新
装
な

る
自
転
車
競
技
場
を
見
学
す
る
。

六
郷
町
は
、
ル
コ
コ
ソ
ツ
ィ
、
ア

イ
ヌ
語
。
で
清
い
水
た
ま
。
の
あ
る

場
所
と
い
う
意
味
か
ら
、
町
の
名
が

付
い
た
と
言
わ
れ
る
程
、
清
水
の
多

い
町
、
そ
の
う
ち
の
代
表
的
な
清
水

（
ニ
テ
コ
、
藤
、
お
台
所
、
諏
訪
の

各
清
水
一
を
見
学
、
最
後
は
、
臨
済

宗
大
桂
寺
の
清
水
で
ひ
と
休
み
、
お

い
茂
る
緑
の
美
し
い
自
然
に
心
の
洗

わ
れ
る
思
い
に
浸
る
。

一
時
過
ぎ
懇
親
会
場
の
若
松
屋
に

到
考
京
野
氏
の
乾
杯
で
開
宴
す
る
。

こ
の
頃
に
は
、
相
当
で
き
あ
が
っ
た

人
も
居
り
、
宴
は
最
初
か
ら
盛
り
上

が
る
。
例
に
よ
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
む
人
、
雑
談
に
気
炎
を
あ
げ
る
人

奥
さ
ん
達
も
思
い
の
ほ
か
我
々
の
ム
ー

ド
に
溶
け
込
ん
で
楽
し
そ
う
。

四
時
に
は
お
互
い
に
、
い
い
気
分

で
車
中
の
人
と
な
。
、
一
路
帰
路
に
、

六
時
に
は
予
定
通
。
ホ
テ
ル
着
、
ま

ま
だ
飲
み
足
。
な
い
人
は
、
ビ
ヤ
ホ
ー

ル
へ
、
来
年
前
期
の
例
会
は
、
阿
部

新
氏
の
お
世
話
で
、
鹿
角
市
花
輪

で
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
解
散
し
た
。

参
加
者
は
次
の
各
氏
で
あ
っ
た
。

秋
中
五
十
期
会
出
席
者

阿
部
　
　
新

池
田
　
康
夫

伊
藤
　
博
次

小
沢
　
雄
象

京
野

草
薙

小
玉

佐
藤

佐
藤

坂
本

千
田

福
田

山
崎

渡
辺

大
三

義
照

健
吉忠

友
三
郎元

忠
次
郎

兼
一
郎

忠
秀

喜
一

相
沢

伊
藤

伊
藤

中
絶

京
野

幸
野

小
西

佐
藤

桜
谷

田
中

根
本

三
浦

弘

繁
雄

恵
美
子

太
郎

佐
多
子

敏
夫

理
兵
衛

千
里

吾
朗

義
郎

常
夫

善
一
郎

和
賀
　
義
雄

（
以
上
2
7
名
）
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八
月
一
日
か
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
に
母
校
か
ら
テ
ニ
ス
・
柔
道
・
ボ
ー
ド
・
剣

道
・
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
六
種
目
に
出
場
・
さ
ら
に
、
八
月
二
十
五
日
か
ら
明
石
公
園
高
砂
球
場
で
開
催

さ
れ
た
全
国
高
校
軟
式
野
球
大
会
へ
二
年
ぶ
。
に
出
場
、
力
と
技
を
競
っ
た
。

ベ

ス

ト

8

に

進

出

八
月
二
十
五
日
か
ら
兵
庫
県
の
明

石
公
園
・
高
砂
両
球
場
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
第
3
5
回
全
国
高
等
学
校
軟

式
野
球
選
手
権
大
会
に
、
本
校
軟
式

野
球
部
は
二
年
ぶ
。
4
回
目
の
出
場

を
果
た
し
た
。

二
年
前
の
大
会
で
は
、
優
勝
し
た

広
陵
高
校
（
広
島
一
に
初
戦
で
0
対

1
の
惜
敗
を
喫
し
て
い
る
の
で
、
今

年
は
初
戦
突
破
を
目
標
に
し
て
大
会

に
臨
ん
だ
。

二
十
六
日
の
初
戦
の
相
手
は
、
前

日
0
対
6
の
劣
勢
か
ら
逆
転
勝
ち
を

収
め
て
意
気
揚
が
る
横
浜
商
業
一
南

関
東
代
表
一
。
相
手
に
調
子
づ
か
せ

る
の
を
警
戒
し
て
い
た
が
、
立
ち
上

が
り
い
き
な
。
2
点
を
奪
わ
れ
追
う

立
場
に
な
る
。
だ
が
中
盤
、
当
っ
て

い
る
三
番
今
重
大
が
二
本
目
の
本
塁

打
左
翼
席
に
快
打
し
て
チ
ー
ム
を
盛

り
上
げ
、
2
対
4
で
九
回
裏
の
攻
撃

を
迎
え
た
。
先
頭
打
者
、
ラ
ッ
キ
ー

ボ
ー
イ
の
今
が
内
野
安
打
と
敵
失
で

二
塁
に
進
み
、
す
か
さ
ず
四
番
長
崎

和
之
が
レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー
の
三
塁
打

を
放
っ
て
一
点
差
。
五
番
三
浦
裕
介

の
四
球
と
盗
塁
で
無
琴
一
、
三
塁
と

チ
ャ
ン
ス
が
拡
が
る
。
こ
こ
で
六
番

主
将
鎌
田
武
遠
が
セ
ン
タ
ー
へ
大
き

な
犠
牲
フ
ラ
イ
。
長
崎
還
っ
て
同
点
。

さ
ら
に
外
野
か
ら
の
返
球
が
三
塁
ペ

ソ
チ
前
へ
こ
ろ
が
る
間
に
、
二
塁
走

者
三
浦
も
ホ
ー
ム
を
陥
れ
、
一
気
に

逆
転
勝
ち
。
初
め
て
経
験
す
る
校
旗

掲
揚
・
校
歌
斉
唱
は
最
高
の
気
分
で

あ
っ
た
。

（
二
回
戦
）

謂
招
0
。
0
1
…
＝
0
。
…
霊

翌
二
十
七
日
の
準
々
決
勝
は
、
優

勝
経
験
の
あ
る
大
津
高
校
一
西
中
国

代
表
一
と
の
対
戦
。
そ
れ
程
の
難
敵

と
は
思
え
ぬ
が
、
こ
ち
ら
が
ピ
リ
ノ

と
せ
ず
ま
た
し
て
も
初
回
に
先
取
点

を
与
え
て
し
ま
う
。
三
回
に
1
点
返

全
国
高
校

軟
式
野
球

し
た
も
の
の
、
相
手
の
巧
守
に
遭
い

一
挙
に
勝
ち
越
せ
な
か
っ
た
の
が
痛

か
っ
た
。
前
の
試
合
で
大
活
躍
し
た

主
軸
打
者
が
、
相
手
投
手
の
巧
み
な

配
球
で
押
さ
え
込
ま
れ
反
撃
の
糸
口

が
つ
か
め
な
い
。
後
半
も
、
疲
れ
の

見
え
始
め
た
相
手
投
手
を
攻
め
切
れ

ず
、
救
援
投
手
に
か
わ
さ
れ
敗
戦
。

い
つ
も
の
伸
び
伸
び
し
た
野
球
が
で

き
ず
、
不
完
全
燃
焼
の
悔
い
が
残
る

試
合
で
あ
っ
た
。

（
準
々
決
勝
）

大

津

　

1

0

1

0

0

0

0

1

0

秋

田

　

0

0

1

0

0

0

0

0

0
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今
年
の
チ
ー
ム
は
集
中
力
が
あ
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
抜
群
で
、
秋
高
ら

し
い
楽
し
い
野
球
が
で
き
た
。
二
十

七
日
の
選
考
会
で
、
3
3
年
ぶ
。
四
回

目
の
国
民
体
育
大
会
へ
の
出
場
が
決

ま
っ
た
。
当
分
新
人
チ
ー
ム
と
二
本

立
て
の
練
習
に
な
る
が
、
今
後
は
全

国
の
頂
点
に
立
つ
こ
と
を
目
標
に
し

て
チ
ー
ム
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。
一
軟
式
野
球
部
長
　
斎
藤
常
雄
一

◆
テ
ニ
ス

久
々
に
ま
と
ま
っ
た
チ
ー
ム
と
評

価
は
高
か
っ
た
が
、
南
国
の
壁
は
厚

く
、
団
体
・
個
人
と
も
に
初
戦
突
破

な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
意
気
込
み
か

ら
見
る
に
残
念
で
あ
っ
た
。

団
体

一
回
戦

秋
田
　
1
－
2
　
近
大
和
歌
山

ダ
ブ
ル
ス

一
回
戦

佐
藤
・
郡
波
組
　
6
－
7
　
鳥
取

シ
ソ
グ
ル
ス

一
回
戦

佐
藤
　
　
3
－
6
　
宮
崎

秋
元
　
　
0
－
6
　
兵
庫

◆
柔
　
道

団
体
戦
は
予
選
リ
ー
グ
で
強
豪
と

大
戦
、
決
勝
リ
ー
グ
進
出
と
は
な
ら

な
か
っ
た
が
、
国
土
館
の
対
戦
で
次

鋒
小
松
が
一
本
勝
ち
す
る
な
ど
要
所

要
所
に
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
健
闘
し
た
。

一
、
二
年
生
が
大
勢
の
チ
ー
ム
今
後

に
楽
し
み
を
残
し
た
。

予
選
リ
ー
グ

秋
田
　
1
－
3
　
国
　
土
　
館

秋
田
　
0
－
3
　
四
日
市
中
央

◆
ボ
ー
ト

今
大
会
で
競
技
種
目
か
ら
姿
を
消

す
こ
と
に
な
っ
た
ナ
ノ
ク
ル
フ
ォ
ア

に
出
場
、
東
北
大
会
優
勝
の
実
績
か

ら
も
上
位
入
賞
を
期
待
さ
れ
た
が
、

古
豪
揃
い
で
ハ
イ
レ
ベ
ル
と
な
っ
た

大
今
精
神
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら

普
段
の
漕
ぎ
が
出
き
ず
準
々
決
勝
で

敗
退
し
た
。
シ
ェ
ル
フ
ォ
ア
化
す
る

中
で
捲
土
重
来
を
期
待
し
た
い
。

一
ノ
関
一
㌶
㌢
一
準
決
勝
に

釧
師
机
帥
2
部
門
は
予
戦
落
ち

放
　
送
　
部

N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
7
月
2
7
日
か
ら
3
日
間
、

東
京
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

わ
が
校
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
2

名
、
ラ
ジ
オ
番
組
部
門
2
作
品

一
「
表
裏
　
「
お
こ
め
た
べ
よ
ヱ
一

と
研
究
発
表
部
門
一
作
品
一
「
生
徒

が
求
め
る
校
内
放
送
」
一
で
参
加
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
番
組
部
門
と
研

究
発
表
部
門
は
予
選
落
ち
し
て
、
準

決
勝
に
進
出
で
き
な
か
っ
た
。
ア
ナ

ウ
ン
ス
部
門
で
は
、
一
ノ
関
郁
子
が

三
宅
坂
ホ
ー
ル
で
、
竹
内
静
子
が
神

田
パ
ン
セ
で
奮
闘
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
ノ
関
郁
子
が
全
国
L
五
名
の
中
に

選
ば
れ
、
準
決
勝
に
進
出
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
準
決
勝
は
東
条
会
館
で

行
わ
れ
た
が
、
惜
し
く
も
ベ
ス
ト
テ

ン
の
中
に
入
れ
な
か
っ
た
。

各
部
門
の
レ
ベ
ル
は
高
く
な
っ
て

お
。
、
各
会
場
で
は
顧
問
の
先
生
達

が
熱
心
に
指
導
し
て
い
た
。
わ
が
校

で
は
生
徒
の
自
主
的
練
習
が
原
則
で

時
々
、
国
語
の
先
生
達
の
御
指
導
を

受
け
る
程
度
で
あ
る
。
こ
の
状
況
で

よ
く
や
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、

一
人
よ
が
。
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

積
極
的
な
指
導
も
必
要
と
な
ろ
う
。

2
回
戦
で
清
星
に
惜
敗

将
棋
同
好
会

全
国
高
校
将
棋
選
手
権
大
会
は
8

月
9
日
か
ら
3
日
間
、
将
棋
の
駒
の

産
地
で
有
名
な
山
形
県
天
童
市
の
天

童
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

わ
が
校
は
六
年
ぶ
。
四
回
目
の
出

場
で
、
大
将
渡
辺
智
彦
一
3
年
一
副

将
長
谷
川
真
一
2
年
一
先
ぽ
う
市
川

治
彦
一
2
年
一
の
布
陣
で
臨
ん
だ
。

一
回
戦
は
静
岡
県
代
表
韮
山
高
校
と

対
戦
し
、
長
谷
川
が
敗
れ
た
も
の
の

渡
辺
・
市
川
と
も
に
優
勢
な
将
棋
を

そ
の
ま
ま
押
し
き
っ
て
二
回
戦
に
進

出
し
た
。
次
の
相
手
は
京
都
府
代
表

の
洛
星
高
校
で
、
大
将
・
副
将
・
先

ぽ
う
三
人
と
も
四
段
と
い
う
布
陣
で

係
屡
催
補
に
も
挙
げ
ら
れ
る
強
敵
だ
っ

た
。
対
局
は
渡
辺
が
悪
い
将
棋
を
終

盤
粘
っ
て
逆
転
勝
ち
を
お
さ
め
、
長

谷
川
が
敗
れ
て
勝
敗
の
行
方
は
市
川

に
か
か
っ
た
。
市
川
は
終
始
優
勢
な

将
棋
を
最
後
の
最
後
に
逆
転
さ
れ
惜

し
く
も
涙
を
の
ん
だ
。

今
大
会
は
二
回
戦
で
敗
れ
た
が
、

二
年
生
が
全
国
大
会
の
レ
ベ
ル
を
肌

で
感
じ
る
事
が
出
来
た
こ
と
は
収
穫

で
あ
っ
た
。
来
年
は
ベ
ス
ト
4
を
目

標
に
一
層
頑
張
。
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

◆
剣
　
道

今
年
は
故
障
者
続
出
の
た
め
個
人

二
人
の
出
場
で
あ
っ
た
。
全
県
優
勝

の
大
井
剛
太
は
ケ
ガ
の
完
治
を
見
な

い
ま
ま
の
出
場
と
一
回
戦
で
敗
退
、

淡
路
貴
之
は
二
回
戦
進
出
、
善
戦
む

な
し
く
東
京
代
表
に
僅
差
で
敗
れ
た
。

た
だ
戦
績
で
は
残
念
で
あ
っ
た
が

同
窓
会
石
巻
支
部
の
川
口
部
長
始
め

と
す
る
多
数
の
同
窓
か
ら
盛
大
な
激

励
を
受
け
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
発

奮
材
料
で
あ
っ
た
。

◆
卓
　
球

シ
ソ
グ
ル
ス
の
戸
堀
敏
孝
一
二
年
一

は
、
全
県
総
体
二
連
勝
の
実
績
で
大

い
に
注
目
さ
れ
て
の
出
場
、
三
回
戦

進
出
、
善
戦
健
闘
と
も
い
え
る
が
全

国
の
強
豪
を
相
手
に
上
位
を
目
指
す

国体出
剣
　
道
淡
路
廠
之
・
佐
藤
静
憲

鎌
田
昌
晃

に
は
、
ま
だ
ま
だ
努
力
が
必
要
と
い

え
よ
う
。
ダ
ブ
ル
ス
は
、
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ソ
プ
レ
ー
で
今
一
つ
リ
ズ
ム
に

乗
り
切
れ
ず
、
諸
戦
突
破
な
ら
な
か
っ

た
。

・
シ
ソ
グ
ル
ス

三
回
戦

戸
堀
　
0
－
2
　
埼
玉
工
大
深
谷

・
ダ
ブ
ル
ス

一
回
戦

高
橋
・
戸
堀
組
　
0
－
2
　
明
徳

◆
ハ
ト
ミ
ン
ト
ン

二
年
連
続
出
場
を
果
し
た
佐
藤
慶

三
に
、
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
残

念
な
が
ら
一
回
戦
で
敗
退
し
た
。

◆
全
国
高
校
硬
式
野
球

今
年
は
、
甲
子
園
経
験
者
も
多
数

い
る
中
、
中
塚
・
阿
部
・
木
谷
ら
を

軸
と
し
て
の
チ
ー
ム
、
再
甲
子
園
と

の
呼
び
名
も
高
か
っ
た
が
、
準
々
決

勝
で
秋
田
西
高
の
好
投
手
に
打
線
を

封
じ
ら
れ
敗
退
し
た
。

二
回
戦

秋
田
　
1
0
－
0
　
秋
田
高
専

（
6
回
コ
ー
ル
ド
一

三
回
戦

秋
田
　
5
－
1
　
合
　
ノ

準
々
決
勝

秋
田
　
2
1
5
　
秋
田
西

場
・
軟
式
野
球
　
（
初
出
場
）

柔陣

道上

兜
森
忠
通

小
松
紀
之

昭
和
三
十
八
年
四
月
か
ら
四
十
二
　
本
校
在
職
中
も
、
職
員
生
徒
一
同
に

年
三
月
ま
で
の
四
年
間
、
母
校
秋
田
　
あ
た
え
た
感
銘
に
も
は
か
り
知
れ
な

高
校
の
校
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
、
　
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

故
鈴
木
健
次
郎
先
生
の
生
涯
を
纏
め
　
　
こ
の
た
び
、
先
生
の
二
十
回
忌
に

ら
れ
た
伝
記
が
、
㈲
秋
田
県
青
年
会
　
当
る
年
に
際
し
て
、
県
青
年
会
館
の

館
の
手
に
よ
り
刊

行

髭

慧

蔓

も
よ
く
ご
存
じ
の
　
怨
級
鉛
淋
潜
灘
絆

と
お
。
、
大
正
十

ご
毒
力
に
よ
。

「
鈴
木
健
次
郎
の
生

涯
」
と
い
う
伝
記

本
が
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。
B
6
版
、

三
年
に
本
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
で
あ

。
、
「
秋
田
が
生
ん
だ
ク
ラ
ー
ク
」

と
言
わ
れ
た
人
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
生
は
青
少
年
教
育
と
社
会

教
育
と
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
。
、

「
羽
城
」
巻
脅
返
本
を

〝
校
史
資
料
部
か
ら
の
お
顔
い
〟

学
校
の
校
史
資
料
室
に
保
管
さ
れ

て
い
る
「
羽
城
」
の
合
冊
本
、
巻
色

三
百
十
二
頁
、
定
価
二
，
二
六
六
円

で
す
の
で
、
購
入
ご
希
望
の
方
は
、

青
年
会
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ヽ
　
○

－
し

（
伊
藤
記
一

大
正
編
が
見
当
。
ま
せ
ん
。
も
し
、

同
窓
会
員
で
借
り
て
行
か
れ
た
方
が

お
。
ま
し
た
な
ら
ば
、
至
急
お
返
し

願
い
ま
す
。

l
一

事
務
局
だ
よ
り

知
道
会
（
水
戸
一
高
同
窓
会
一
と
の
姉

妹
提
携
調
印
も
無
事
に
終
。
ま
し
た
r

会
員
の
ご
協
力
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
財
政
の
基
盤
と
も
な
っ
て

お
り
ま
す
「
年
次
会
費
」
、
「
役
員

会
費
」
に
つ
い
て
は
、
先
の
「
だ
よ

。
」
送
付
と
共
に
納
付
書
を
入
れ
て

お
願
い
い
た
し
、
相
当
数
の
年
次
・

役
員
の
方
が
納
付
さ
れ
て
お
。
ま
す

が
、
未
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
年
次
・

役
員
の
方
に
は
再
度
納
付
書
を
送
付

い
た
し
ま
し
た
。
早
目
に
納
入
さ
れ

る
様
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
同
窓
会
役
員
の
改
選

の
年
に
あ
た
り
、
年
次
ご
と
の
理
事

に
つ
い
て
は
、
五
百
人
以
一
二
の
人
数

に
も
な
。
ま
す
の
で
、
各
年
次
よ
。

候
補
者
の
推
せ
ん
を
い
た
だ
き
、
そ

れ
を
検
討
の
う
え
、
総
会
に
諮
。
承

認
す
る
と
い
う
形
式
で
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
再
依
頼
し
て
も
推
せ

ん
名
簿
の
出
て
来
な
い
年
次
も
若
干

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
年
次
に
つ

い
て
は
前
回
と
変
更
な
い
も
の
と
し

て
処
理
さ
せ
て
い
た
で
き
ま
し
た
の

で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
「
だ
よ
り
」
発

行
が
、
事
務
局
の
都
合
に
よ
り
大
幅

に
遅
れ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
次
回
か
ら
は
広
報
委
員
会

の
予
定
ど
お
り
発
行
す
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。

▽
だ
よ
。
三
十
二
号
で
報
告
後
の
会

務
は
次
の
通
り
で
あ
。
ま
す
。

0
6
・
1
1
　
企
画
委
員
会
0
6
・
2
0

同
窓
会
だ
よ
。
3
2
号
発
行
0
6
・

2
0
　
財
政
委
員
会
0
6
・
2
1
　
姉
妹

提
携
準
備
委
員
会
0
6
・
2
5
　
鹿
角

支
部
総
会
0
6
・
3
0
　
知
道
会
姉
妹

提
携
調
印
式
0
7
・
6
　
常
任
理
事

会
0
7
・
1
4
　
4
2
年
次
同
期
会
0
7
・

1
8
　
会
計
監
査
0
7
・
2
6
　
1
2
0
周

ノ
年
実
行
委
員
会
委
員
0
7
・
　
選

考
会
0
　
7
・
2
8
　
理
事
会
0
8
・

1
0
　
第
2
回
当
藁
口
会
0
8
・

1
1
　
3
5
年
次
卒
業
3
0
周
年
記
念

同
期
会
0
8
・
1
8
　
通
常
総
会

0
8
・
1
9
　
若
菜
会
総
会
0
8
・
3
1

広
報
委
員
会
0
9
・
1
4
　
名
簿
委

員
会
0
9
・
1
5
　
2
5
年
次
同
期
会
0

1
0
・
3
　
甜
周
年
実
行
委
総
務
委

員
会
・
全
体
会
0
1
0
・
6

営
林
局
支
部
総
会
0
1
0
・
6
一
八
会

総
会

アルカリ、イオンアイス

ぶっかき氷・ドライアイス・彫刻水

岡崎製氷株式会社

代表取締役

岡崎和市
（S20卒）

秋川市楢山登町4番29号
TEL O188－32－2208㈹

小
玉
慎
一
郎

社会式林道醸玉

（
S
2
0
卒
）
　
小南秋田郡飯田川町飯塚

株式会社東日本ハードウェア

代表取締役

草薙俊輔
（S40卒）

秋川市卸町4十月8－11
電　話　0188－24－2691

佐藤歯科クリニック

医師

佐藤金彦
（S40辛）

秋用l出島束日日4－8
も　話　0188－35－0018

杉山隆税埋王事務所
●日本病医陀軽営研究所東北支所
●刊軸矢蝶専門経営会詔大会射ヒ支部

所長

杉山　　隆
（S40牢）

〒010秋川拙い5日に－28（コア12）

℡0188（64満888・FAX（23）2488

㈲グラントスクリーン印刷社

樹巾
Jヒ♪

代表取締役

中野
（S40牛）

I場秋用市寺内　丁刈454－．3
電話　0188－64－用9（）
FAX O188－64－38（）i

飛
良
泉
本
舗

監
菅

代
表
取
締
役

斉
藤
昭
一
郎

（
S
2
0
卒
）

由
利
那
仁
賀
保
勘
ナ
「
小
町
h
九

竜
話
　
）
　
八
四
一
　
L
‖
－
　
ノ

秋田市中央卸売市場
丸水秋田中央水産㈱

代表取締役社長

井昭二
＿　　■　▲

尚
（S20卒）

秋田rfJ外旭川待合28
TEL O188（6（））5311（㈹

佐々木雅樹
社会保険労務士事務所

所長

佐々木雅樹
（S40卒）

秋田南山f5日12－28

電　話　0188－24－2694

菅原法律事務所

弁護士

菅原佳典
（S40卒）

秋用市山16rH11－3
電　話　0188－23－2232

高井会計事務所

公認会。1ト税埋上

高井宏司
（S40平）

秋用If川117日16－12
も　話　0188－2、3－3、142

（棚いわしや∴浦

宏
（S4’0平）

代表取締役

三浦

秋用l†J大町つり！4－20
心　証　0188－（）1－3．188
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